
関西大学と法政大学の
SDGs連携について

関西大学と法政大学の関係について

①日本の大都市にキャンパスを有する
②在学生3万人程度、卒業生50万人程度
③文理合わせて10以上の学部を有する大規模総合大学
④ボアソナード博士の教えを受けた弟子たちが設立した学校

「日本近代法の父」と呼ばれる
ボアソナード博士

三大学の共通点

＜2017年度＞
関西大学・法政大学・明治大学で三大学連携協力協定を締結

（左から）明治大学土屋前学長・
本学田中前総長・関西大学芝井前学長

＜2021年度＞
双方のSDGsパートナーとして登録

KANDAI×HOSEI SDGs アクションプランコンテスト

➤大学生がSDGs達成に向けた実践可能な行動計画「アクションプラン」を募集・表彰
➤関西大学と法政大学の連携実施、大学間連携での学生活躍の場の創出
➤両大学の学生により構成された混成チームも参加
➤サポート企業として複数の企業が参画

コンテストのポイント

カーボンニュートラル夏季短期学習プログラム（北海道編）

2023年度の集合写真

＜2020年度より＞

✓ 両大学の学部生・大学院生を対象としたコンテスト

✓ 毎年10チームがプレゼンテーション

➤関西大学・法政大学・北海道大学・札幌市・下川町による官学連携
➤東京・大阪・北海道の３都市のエネルギー戦略を比較研究
➤３大学の学生が参加し、交流することによる多様性の涵養
➤参加者の約9割以上がプログラムに「満足」と回答

プログラムのポイント

✓ カーボンニュートラルを学ぶフィールドワークプログラムとして、５機関による官学連携実施。

＜2024年度実施＞

（株）北海道熱供給公社バイオマス貯留庫視察 参加者の集合写真

＜2023年度開催の様子＞

詳細はこちら↓
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